
【
凡
例
】

一
、 

臼
杵
市
所
蔵
加
島
英
国
資
料
の
中
の
加
島
英
国
宛
黄
花
庵
升
六
書
簡
十
一
通
（
巻
子

一
巻
）
を
翻
刻
す
る
。
解
題
篇
は
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
『
国
文
研
究
』

六
七
（
二
〇
二
二
年
九
月
）
に
掲
載
。

一
、 【
１
】
か
ら
【
11
】
ま
で
、
順
に
書
簡
番
号
を
付
し
、「　

」
に
題
を
付
し
た
。

一
、 

通
行
の
字
体
を
使
用
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、 

割
り
注
は
〈　

〉
に
入
れ
て
示
す
。
本
紙
欠
落
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一
、 【
参
考
書
簡
】
と
し
て
、
半
時
庵
淡
々
か
ら
臼
杵
の
兎
六
に
宛
て
た
書
簡
二
通
を
付
載

し
た
。
い
ず
れ
も
臼
杵
市
所
蔵
加
島
英
国
資
料
で
あ
る
。「
兎
六
は
後
藤
氏
、
屋
号
肥

後
屋
、
名
を
用
助
と
い
い
、
同
地
（
臼
杵
の
こ
と
―
引
用
者
注
）
畳
屋
町
住
の
上
人
。

「
享
保
二
十
年
春
三
月
下
浣
日
」
に
淡
々
が
兎
六
に
与
え
た
「
俳
諧
之
伝
系
」
一
巻
が

あ
り
、そ
の
頃
に
淡
々
に
入
門
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」と
い
う（
大
内
初
夫
氏『
近

世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
三
五
一
頁
）。

【
１
】「
草
庵
之
風
雅
、
日
を
追
て
盛
ン
」（
三
月
十
五
日
付
、
正
風
道
場
→
吐
洲
・
嗅
英
）

新
年
御
同
慶
申
候
。
愈
御
安
福
之
旨
、

奉
賀
候
。
正
月
五
日
と
御
日
附
之
貴
書
、

二
月
二
十
五
日
致
庵
着
候
。
月
並
御
入
句

二
月
分
に
も
間
ニ
合
不
申
、
当
月
加
入
申
候
。

乍
併
開
巻
十
九
日
丁
摺
出
来
、
二
十
五
日
ニ

□
は
月
並
貴
答
、
跡
便
ニ
可
申
入
候
。
当

春
興
摺
物
ニ
御
句
致
加
入
候
処
、
摺
物

職
か
た
大
ニ
隙
入
、
漸
此
頃
致
出
梓
候
。

急
キ
晋
上
申
度
、
則
御
銘
々
ニ
ハ
四
葉
宛

加
島
英
国
（
吐
洲
）
宛
黄
花
庵
升
六
書
簡
の
翻
刻
と
解
題

―
都
市
の
俳
諧
宗
匠
と
地
方
俳
人
の
関
係
―
（
翻
刻
篇
）湯

谷　

祐
三

御
落
手
可
被
下
候
。
草
庵
之
風
雅
、
日
を

追
て
盛
ン
に
相
成
り
、
去
冬
よ
り
白
嶺

江
北
之
両
社
加
増
、
今
は
及
七
社
、
月
並

二
月
は
三
千
百
余
嘯
ニ
相
成
り
申
候
。

御
随
喜
可
被
下
候
。
扨
柱
石
社
春
哉

柳
草
紙
と
申
一
集
、
致
梓
行
候
。
御
句

兼
而
致
加
集
置
候
ま
ゝ
、
一
部
宛
致

晋
上
候
。
集
中
俳
諧
当
時
之
流
行
、

故
翁
元
録マ

マ

之
格
調
に
し
て
、
亦
炭
俵

に
も
あ
ら
す
、
正
風
道
場
之
風
韻
能
々

御
熟
覧
可
被
成
候
。
扨
愚
句
、

　

河
内
路
に
ふ
た
筋

　
　
　
　
　

か
ゝ
る
柳
哉

　
　

此
一
句
、
去
冬
摺
も
の
に
て
入
御
覧

　
　

可
申
相
し
る
し
申
候
。
勿
論
摺
物
に
ハ

　
　

出
候
へ
と
も
、
無
拠
此
句
脇
よ
り
所
望

　
　

に
て
、
よ
所
の
摺
物
に
出
候
故
、
得
晋
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
申
候
。

　

来
る
や
来
ぬ
深
山
の
春
を

　

呼
子
鳥

　

正
月
は
し
ろ
水
絶
え
す

　
　
　
　
　
　
　
　

蕗
の
薹

　

只
の
菜
を
人
か
若
菜
を

　
　
　
　
　
　
　

す
る
日
哉

　

春
の
戸
や
恋
せ
ぬ
猫
も

　
　
　
　
　
　

寝
て
居
ら
す

　

明
く
れ
を
山
家
々
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
蛙

　

畑
う
ち
や
い
く
か
打
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
し
畑

　

朝
か
け
や
蘂
時
分
か
ら
の
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岡
の
家

　

旅
人
か
踏
は
窪
ミ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

春
の
水

梨
の
花
あ
ま
り
と
い
へ
は

　
　
　
　
　
　

し
ろ
過
る

春
の
行
あ
り
さ
ま

　
　
　

見
せ
る
野
の
芒

な
と
申
出
候
。
貴
評
可
被
下
候
。
余
は

月
並
返
事
ニ
可
申
入
候
。
草
々
可
祝
。

　

三
月
十
五
日　
　
　

正
風
道
場

　
　
　

吐
洲
様

　
　
　

嗅
英
様

尚
々
摺
も
の
入
用
一
人
分
五
匁

か
ゝ
り
申
候
。
ふ
た
葉
草
料
月
並

花
賈
慥
ニ
請
取
申
候
。

【
２
】「
浪
華
は
今
俳
諧
の
昼
」（
正
月
二
十
五
日
付
、
黄
花
庵
→
無
々
庵
）

　

尚
々
摺
物
料
銀
拾
匁
、
慥
ニ
落
手
申
候
。

新
年
佳
祥
御
同
慶
申
候
。
愈
御
万
福

御
迎
春
之
旨
、
奉
寿
候
。
拙
庵
無
事
致

加
年
候
。
御
放
慮
可
被
下
候
。
当
正
月
三
日

御
認
之
貴
書
、
速
に
当
十
五
日
相
達
申
候
。

扨
も
久
々
御
便
も
無
之
故
、
い
か
ゝ
御
凌

罷
成
候
哉
と
殊
外
案
し
候
へ
と
も
、
草
庵

之
多
事
亦
徒
に
過
た
り
。
依
之
旦
夕

心
頭
ニ
か
ゝ
ら
さ
る
日
な
し
と
は
申
せ
と
も
、

当
用
ニ
追
立
ら
れ
、
百
家
句
選
だ
に

い
ま
た
草
稿
な
ら
さ
る
程
之
事
ゆ
へ

慮
外
之
御
不
音
申
候
。
旧
年
は
御
所
労

之
よ
し
、
御
便
な
き
も
さ
る
事
な
り
。

愚
老
も
旧
病
い
ま
た
不
治
、
し
か
も
当

春
の
寒
気
に
よ
ほ
と
不
出
来
、
こ
ま
り

入
申
候
。
風
雅
は
追
々
増
長
、
当
正
月

月
並
抔
も
三
千
五
十
嘯
、
前
代
未
聞

之
大
寄
ニ
御
座
候
。
丁
摺
一
組
晋
上
申
候
。

当
巻
頭
、
松
む
し
り
万
歳
の
妙
を

御
覧
可
被
成
候
。
松
む
し
り
一
向
な
き
物
を

流
行
に
御
つ
く
り
と
よ
く
案
し
付
申
候
。

万
歳
是
も
ふ
る
ミ
を
す
つ
は
り
離
れ

な
ん
、
こ
の
三
字
に
大
家
の
広
庭
、
梅
も

椿
も
多
樹
に
し
て
、
万
歳
の
腰
を
ち
ゝ
め　
　

※
「
ゝ
」
に
濁
点
あ
り
。

恐
入
た
る
御
事
見
る
か
如
し
。
海
内
の

風
雅
大
ニ
及
高
趣
、
雀
躍
申
候
。
去
年
ハ

愚
集
買
本
ニ
出
候
故
、
一
部
入
貴
覧

申
候
。
貴
家
の
御
草
稿
拝
嘯
申
候
処
、
久
々

御
懈
怠
に
は
似
も
つ
か
す
、
少
し
も
後
レ

無
之
、
面
白
承
り
候
。
幸
ニ
百
家
集
い
ま
た

間
に
合
候
故
、
嬉
し
き
ハ
か
り
候
。
二
十
七
句
致

加
集
候
。
猶
、
正
月
の
小
家
任
来
命

当
春
興
大
摺
物
ニ
加
入
申
候
。
当
年
は

新
深
川
集
ト
申
、
附
合
の
買
本
も
出
し
申
候
。

書
林
目
録
入
御
覧
申
候
。
浪
華
は
今

俳
諧
の
昼
ニ
御
座
候
。
月
並
通
題

少
し
晋
上
申
候
。
新
連
な
と
も
御
取
立
被
成
、

数
組
御
取
次
可
被
下
候
。
草
庵
旧
年

致
転
庵
候
処
書
、
月
並
通
題
の
奥
ニ
あ
り
。

愚
作
少
々
。

　
　

ひ
と
ゝ
せ
の
呉
竹
一
暁
に
な
り

　

元
日
や
夜
明
る
迄
の
山
家
集  

　

ふ
る
道
や
松
に
懸
た
る
わ
ら
盒
子

　

薄
雪
や
寒
ン
は
あ
け
ね
と
春
の
雪

　

柳
か
ら
春
の
夜
道
ハ
付
に
け
り
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似
た
猫
を
見
て
も
呼
也
春
の
家

　

水
鳥
や
陽
炎
踏
て
空
を
見
る

　

永
き
日
の
奥
か
見
え
け
り
奈
良
反
古

　

鶯
や
何
も
や
ら
ぬ
に
け
ふ
も
来
る

　

咲
過
る
程
は
咲
す
も
梅
の
花

　

両
側
に
梅
の
咲
た
る
野
川
哉

な
と
申
出
候
。
余
は
摺
も
の
御
覧
可
被
下
候
。

猶
春
深
く
御
風
流
承
可
申
候
。
可
祝
。

　

正
月
二
十
五
日
書　

黄
花
庵

　
　

無
々
庵
様

尚
々
百
家
選
奥
書

　
　

豊
后
州
臼
杵
掛
町

　
　

吐
洲　
　

煙
草
屋
弥
平
太

　
　

号
無
々
庵

右
之
通
に
て
宜
候
や
。
思
召
も
候
ハ
ヽ
急
便
ニ

御
申
越
可
被
成
候
。

門
人
升
岳
三
万
句
存
立
ち
ら
し
晋
上

申
候
。
御
世
話
可
被
下
候
。

【
３
】「
貴
庵
を
正
風
道
場
西
国
の
探
代
に
」（
臘
十
四
日
付
、
升
六
→
吐
洲
）

神
無
月
十
九
日
出
之
御
細
書
拝
見
。

風
雅
御
執
心
甚
感
し
入
候
へ
ハ
、
乍
不
及

貴
庵
を
正
風
道
場
西
国
の
探
代
と

せ
す
ん
ハ
あ
ら
し
と
存
候
。
御
草
稿
致

一
覧
、
則
及
愚
評
候
貴
句
。

　

橋
ひ
と
つ
見
え
て
夕
日
の
柳
哉

柳
を
水
辺
と
な
す
所
、
当
時
の
流
行
に

あ
ら
す
。
今
の
流
行
と
い
ふ
ハ
、
人
の
仕
来
り
候

ふ
る
こ
と
を
せ
す
。
い
や
ミ
ぬ
め
り
な
ら
し
て

さ
る
〳
〵
と
や
す
く
、
し
か
も
一
節
を
こ
め
て

故
翁
元
録マ

マ

の
格
調
の
中
に
て
、
す
ぐ
り

立
た
る
よ
き
処
を
な
す
を
則
流
行

と
は
申
な
り
。
世
人
の
い
ふ
流
行
に
ハ
あ
ら
す
。

是
正
風
道
場
の
流
行
と
し
る
へ
し
。

翁
の
柳
ハ

　

八
九
間
空
て
雨
ふ
る
柳
哉

此
こ
ゝ
ろ
ハ
、
柳
の
青
々
と
た
れ
た
る
に
は
、

雨
の
紛
れ
て
あ
ら
ハ
に
見
え
さ
る
を
、
八
九
間

空
て
雨
ふ
る
ト
ハ
い
え
る
な
る
へ
し
。

愚
句
十
ヶ
年
程
前
ニ
、

　

柳
よ
り
西
に
成
た
る
小
雨
哉

七
八
年
前
ニ
、

　

い
く
た
り
も
旅
人
通
る
柳
哉

爰
々
に
一
双
眼
を
ひ
ら
き
て
、
御
工
夫

可
被
成
候
。
去
年
の
柳
ハ
、

　

北
国
は
日
和
す
く
な
き
柳
哉

今
年
又
柳
あ
り
。
春
の
摺
物
御
覧

可
被
成
候
。
貴
句
梅
摺
も
の
ニ
出
し
可
申
候
。

百
家
句
撰
、
御
内
意
致
承
知
候
。
扨

寅
の
巻
差
下
し
申
候
。
御
入
句
可
被
下
候
。
春
哉

柳
さ
う
し
三
歌
仙
晋
上
申
候
。
是
は

よ
き
出
来
ニ
候
間
、
附
合
も
爰
々
を
御
勘
弁

可
被
成
候
。
豊
後
高
田
春
波
ス
リ
モ
ノ

入
貴
覧
申
候
。
月
並
丁
摺
御
入
手
可
被
下
候
。

明
春
よ
り
は
数
組
御
入
句
可
被
成
候
。

草
庵
月
並
句
、
栖
あ
る
も
の
、
一
人
四
組

よ
り
已
下
の
者
は
多
く
無
之
候
。

　

月
雪
の
あ
か
り
か
付
て
室
の
花

　

午
過
に
蒸
物
も
ら
ふ
師
走
哉

　

朝
霜
や
夜
か
ら
た
ゝ
く
直
し
釘

　

一
朝
は
師
走
の
し
れ
ぬ
深
雪
哉

　

菊
柴
も
交
て
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二
把
な
き
年
木
哉

な
と
御
聞
可
被
下
候
。
拙
老
い
ま
た
病
中

当
寒
気
に
堪
兼
、
諸
答
断
申
候
。

万
々
春
深
く
可
申
承
候
。
可
祝
。

　

臘
十
四
日　
　
　
　

升
六

　
　
　

吐
洲
様

尚
々
、
ふ
た
葉
草
并
ニ
月
並
入
料

別
帋
之
通
り
、
請
取
申
候
。
寅
の
巻
も

料
ハ
四
匁
五
分
ニ
御
座
候
。
嗅
英
子

返
書
御
断
申
候
。
貴
庵
よ
り
宜
御
致
声

頼
入
申
候
。
春
の
摺
も
の
に
者
、
御
文
通
の

霞
の
句
を
入
置
申
候
。

【
４
】「
草
庵
あ
ま
り
繁
昌
過
候
て
甚
多
忙
」（
四
月
一
日
付
、
正
風
道
場
→
無
々
庵
）

閏
月
念
二
発
之
花
簡
、
今
朔
日
花

屋
庵
よ
り
相
達
申
候
。
愈
御
清
福
之
旨
、

欣
然
之
事
ニ
候
。
拙
老
春
暖
を
得
て
、
追

日
快
方
、
依
之
多
田
と
申
処
に
致
入
湯

候
処
、
相
応
に
や
此
節
は
格
別
快
く
、
致

大
慶
候
。
乍
併
草
庵
あ
ま
り
繁
昌

過
候
て
甚
多
忙
、
養
生
出
来
兼
候
に
は

こ
ま
り
申
候
。
愚
撰
之
万
句
、
当
年
は
凡

十
二
三
万
も
相
見
え
、
今
よ
り
胸
つ
か
へ

申
候
。
雲
州
清
水
寺
万
句
、
当
時
六
七
万
も

相
集
り
候
様
子
に
承
り
申
候
。
い
ま
た
巻
は         

ま
い
り
不
申
候
。
貴
家
御
取
次
、
百
九
十
章

入
花
九
匁
四
分
慥
ニ
落
手
、
間
ニ
合
候
へ
は
、

早
速
相
届
可
申
候
。
扨
備
後
尾
道
万
句
、

浪
花
升
岳
、
三
万
句
ち
ら
し
、
差
下
し
申
候
。

御
世
話
頼
入
申
候
。
升
岳
寄
ハ
高
判
集

類
題
ニ
仕
立
申
候
。
且
両
処
と
も
は
や
追
々

寄
か
け
候
へ
は
、
寄
次
第
三
四
度
に
も
入
巻

之
積
ニ
候
間
、
早
々
御
出
草
可
被
遣
候
。

流
行
百
家
集
、
遠
国
之
社
中
、
同
時
に

あ
ま
た
出
草
之
事
故
、
は
か
ら
す
百
家
ニ

あ
ま
り
申
候
。
遠
国
無
拠
事
故
、
皆
々
及

加
集
。
多
用
中
な
れ
と
も
此
節
草
稿

書
終
り
申
候
。
奥
書
名
録
御
紙
上
之
通
、

吐
洲
〈
豊
后
州
臼
杵
城
下
掛
街
、
号
無
々
庵
〉
加
嶋
弥
平
太
、

如
斯
相
し
る
し
置
申
候
。
蝉
の
御
句
、
御
得
意

の
よ
し
故
、
是
も
間
ニ
合
候
へ
は
、

　

水
と
樹
の
ふ
た
つ
揃
へ
は
蝉
の
声

書
入
、
甚
句
都
合
宜
致
随
喜
候
。
貴
家

風
雅
之
御
篤
矣
、
兼
而
承
知
之
事

故
、
い
か
に
も
し
て
御
取
立
申
度
、
内
存
ニ

御
座
候
。
し
か
れ
と
も
、
庵
中
之
多
事
、
徒
に

過
た
り
。
こ
ゝ
ろ
は
か
り
ニ
不
行
届
、
無
念
之

事
ニ
候
。
折
か
ら
之
麁
摺
少
々
晋
上
申
候
。

且
愚
句
。

　

三
月
の
雲
と
成
け
り
裏
の
山

　

ミ
よ
し
野
の
よ
し
野
に
ふ
る
き
雛
哉

　

其
ハ
か
ら
馬
も
あ
る
か
す
藤
の
花

　

ひ
と
さ
か
り
蝶
に
も
曇
る
野
か
け
哉

　

毎
日
や
去
構
へ
す
る
浦
の
雁

　
　
　

多
田
に
て
あ
ま
り
寒
か
り
け
れ
は

　

木
か
ら
し
は
云
ハ
ゝ
云
る
ゝ
春
の
風

　

明
ら
か
に
山
見
る
春
の
寒
さ
哉

　
　
　

夏
は

　

更
衣
松
は
く
ろ
ミ
の
付
に
け
り

　

日
を
う
け
て
若
葉
も
は
や
き
野
梅
哉

　

一
声
は
鶴
よ
り
嬉
し
ほ
と
ゝ
き
す

　

聞
く
時
の
皆
は
つ
音
也
ほ
と
ゝ
き
す
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春
雲
や
四
月
の
空
の
杜
若

な
と
申
出
候
。
早
々
御
答
。

　

四
月
朔
日
賀　
　
　

正
風
道
場

　
　

無
々
庵
様

【
５
】「
御
地
之
産
物
海
雲
一
桶
」（
五
月
八
日
付
、
正
風
道
場
→
無
々
庵
主
人
）

四
月
十
五
日
発
之
貴
簡
、
当
六
日
相
届

申
候
。
愈
御
清
安
奉
寿
候
。
新
春
の
御

摺
物
、
御
握
手
被
下
候
由
、
致
安
堵
候
。

急
便
之
折
柄
、
被
懸
御
心
頭
、
御
地
之

産
物
海
雲
一
桶
、
遼
遠
之
処
、

御
贈
恵
不
相
替
御
実
意
御
懇

篤
之
程
、
不
浅
辱
申
請
候
。
沢
山
ニ

被
下
候
へ
は
、
社
中
夫
々
致
配
当
、
倶
に

致
賞
翫
候
、
呉
々
も
辱
存
候
。
あ
ま
り

急
便
故
に
や
、
御
作
承
り
不
申
、
是
の
ミ

残
情
之
事
ニ
候
。
折
か
ら
若
葉
日
記

て
ふ
も
の
出
来
、
且
正
月
分
丁
摺

一
組
晋
上
申
候
。
新
深
川
集
、
今
四
五
日   

之
う
ち
に
は
出
来
と
存
候
。
百
家
集
ハ

七
月
に
も
か
ゝ
り
可
申
候
。
貴
名
加
嶋

弥
平
太
ト
出
し
申
候
。
野
句
当
座
。

　

水
草
は
花
の
さ
か
り
の
五
月
哉

　

只
降
や
夜
た
ゝ
日
た
ゝ
の
五
月
雨

　

早
乙
女
や
よ
き
子
同
士
か
ふ
た
り
行

　

し
や
ん
〳
〵
と
か
た
つ
い
て
行
植
田
哉

　

竹
植
て
ひ
と
り
寝
て
見
る
竹
の
月

　

人
も
見
ぬ
夏
木
の
中
の
椿
哉

　

雲
は
や
き
夏
の
不
順
を
草
の
蝶

　

春
梅
や
終
に
乾
か
ぬ
庵
の
苔

　

蝙
蝠
は
西
に
騒
く
や
松
の
月

　

庵
の
夜
を
崩
し
に
来
た
り
夏
の
雲

　

咲
出
し
て
芥
子
は
ち
つ
と
も
お
く
れ
さ
る

　

か
た
蔭
の
さ
く
ら
淋
し
き
其
雲
哉

　

赤
松
に
う
つ
る
四
月
の
西
日
哉

　

牡
丹
ミ
な
ち
る
時
か
来
て
散
に
け
り

　

聞
く
時
の
皆
は
つ
音
也
ほ
と
ゝ
き
す

　

春
雲
や
四
月
の
空
の
杜
若

　

更
衣
松
は
く
ろ
み
の
付
に
け
り

な
と
貴
庵
事
は
格
別
ニ
含
ミ

居
候
へ
は
、
野
句
よ
し
あ
し
の
わ
い
た
め

な
く
、
底
を
叩
て
し
る
し
申
候
。
兎
角

数
句
御
修
行
ハ
大
事
ニ
候
。
出
羽

秋
田
の
便
り
あ
り
て
摺
も
の
参
候
故
、

遠
国
之
品
故
、
入
貴
覧
申
候
。

　
　
　
　
　
　

取
込
御
答
の
ミ
。

　

五
月
八
日
書　
　

正
風
道
場

　
　

無
々
庵
主
人

【
６
】「
当
時
之
流
行
、
道
場
之
野
風
」（
七
月
十
日
付
、
正
風
道
場
→
吐
洲
）

貴
簡
今
十
日
花
屋
庵
よ
り

相
達
候
。
且
暮
少
し
つ
ゝ
秋
め
き
申
候
。

愈
御
清
安
奉
寿
候
。
愚
坊
当
夏
は

よ
ほ
と
出
来
よ
ろ
し
く
候
。
其
よ
き
に

付
て
専
ら
養
生
を
加
へ
、
禁
酒
抔

に
て
致
保
護
候
へ
は
、
や
か
て
全
快
可

申
、
相
楽
し
ミ
申
候
。
御
放
念
可
被
下
候
。
摺
も
の

愚
集
相
届
候
由
、
致
安
心
候
。
新
深
川

買
本
出
梓
、
貴
句
致
加
入
置
候
。
此

附
合
、
当
時
之
流
行
、
道
場
之
野
風
、

御
賢
覧
可
被
下
候
。
聊
老
骨
を
入
置

候
処
、
恋
の
句
な
と
に
世
間
通
用
之
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恋
の
詞
を
用
ひ
す
恋
を
持
せ
候

自
つ
事
、
附
か
た
の
遠
く
し
て
、
一
体

あ
る
あ
た
り
、
一
巻
之
変
化
な
ん
と
に
、

御
心
を
可
被
附
候
。
御
不
審
之
事
も

あ
る
へ
く
候
。
無
御
遠
慮
御
尋
可
被
成
候
。

正
答
に
こ
ま
る
や
う
な
事
は
決
而

無
之
候
。
御
当
座
之
御
句
お
も
し
ろ
く
、

段
々
当
調
に
う
つ
り
申
候
。
乍
併
あ
ま
り

流
行
過
る
は
よ
ろ
し
か
ら
す
。
只
愚
句
を

気
を
付
て
御
覧
可
被
成
候
。
当
夏
の

野
句
。　

夕
顔
の
朝
の
こ
ゝ
ろ
や

桶
の
水　

此
句
あ
る
人
聞
伝
へ
て
、

合
点
ゆ
か
す
と
て
、
あ
る
宗
匠
ニ
尋
ね

候
へ
は
、
其
答
と
申
て
、
草
庵
へ
参
り

候
状
、
晋
上
申
候
。
御
覧
可
被
成
候
。
さ
れ
と
も

愚
意
は
注
者
の
如
き
ご
て
〳
〵
し
た
る

案
に
は
あ
ら
す
。

夕
顔
を
夕
と
案
し
こ
む
が
古
さ
に

朝
と
し
た
る
也
。
句
意
は
夕
顔
棚
の

下
す
ゝ
ミ
に
一
瓢
の
飲
に
楽
し
ミ
を
か
へ
ぬ

あ
る
じ
が
、
あ
し
た
起
し
て
そ
こ
ら
掃

ち
ぎ
り
て
、
こ
ゝ
ろ
涼
し
き
朝
の
な
か
め

を
朝
の
こ
ゝ
ろ
や
桶
の
水
と
は

軽
々
と
申
出
た
り
。
翁
の
御
句
を

後
人
の
注
に
ご
て
つ
き
た
る
、
多
く
ハ

か
う
や
う
の
事
あ
る
へ
く
候
。
御
心
得
の

た
め
、
婆
心
の
深
切
を
申
入
候
。

　

ち
る
一
葉
桐
は
持
へ
き
も
の
て
な
し

　

朝
顔
の
八
重
に
さ
か
ぬ
そ
秋
の
草

　

咲
々
て
横
日
か
ち
な
る
芙
蓉
哉

　

汐
風
や
切
子
あ
か
り
の
草
の
か
け

　

き
り
〳
〵
す
あ
ま
り
声
よ
く
草
冷
る

　
　
　
　

夏
は

　

瓜
処
や
兎
な
れ
角
な
れ
花
さ
か
り

　

葆
戸
や
山
吹
か
ら
す
雲
の
峰

　

夕
顔
の
朝
の
こ
ゝ
ろ
や
桶
の
水

　

あ
け
ほ
の
ゝ
松
風
し
ろ
き
氷
室
哉

な
と
御
聞
可
被
下
候
。
急
キ
早
々
御
答
の
ミ
。

　

七
月
十
日　
　

正
風
道
場

　
　
　

吐
洲
様

尚
々
、
深
川
賣
本
句
入
候
か
た
四
匁
三
分

可
被
遣
候
。
秋
の
摺
物
一
葉
晋
上
申
候
。

【
７
】「
草
庵
大
望
有
之
、
明
年
類
題
十
万
句
」（
九
月
十
一
日
付
、
升
六
→
吐
洲
）

夷
則
十
六
日
発
之
花
簡
、
寄マ

マ

淵
か
た

よ
り
相
達
候
。
当
夏
中
は
御
不
快
之
由
、

御
こ
ま
り
察
入
候
。
併
今
程
は
名
残
な
く

御
全
快
致
随
喜
候
。
愚
老
先
別
条
も

無
之
候
。
御
安
心
可
被
下
候
。
被
懸
御
心
頭
、

御
地
之
名
産
一
壺
、
御
贈
恵
御
懇
志

呉
々
も
嬉
し
く
候
。
朝
々
養
生
ニ
白
粥
を

食
候
へ
は
、
日
毎
の
菜
に
致
し
悦
申
候
。
厚

御
礼
申
入
候
。
折
か
ら
秋
の
摺
出
し
、
い
つ
も
の

辞
出
来
、
不
取
敢
晋
上
申
候
。
○
草
庵
大

望
有
之
、
明
年
類
題
十
万
句
集
致

発
行
候
。
此
企
大
騒
に
は
候
へ
と
も
、
愚
老

滅
後
、
諸
国
之
社
中
文
を
寄
す
へ
き

目
当
も
無
之
を
ひ
た
す
ら
歎
た
る
門
人
の

誠
実
よ
り
発
る
処
也
。
忩
而
其
微
志

を
憐
ミ
て
随
分
の
御
取
持
頼
入
候
。
其

御
社
中
に
て
徒
の
如
く
、
一
千
嘯
御
出
句

之
余
は
、
何
程
に
て
も
無
料
に
て
加
入
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致
候
間
、
広
く
御
す
ゝ
め
可
被
成
候
。
扨
明
年

三
月
ひ
ら
き
候
。
は
し
め
の
巻
は
当
九
十

両
月
に
致
調
巻
置
候
へ
は
、
此
九
十
月

の
う
ち
ニ
入
句
無
之
は
、
明
年
三
月
の
開

巻
に
は
も
れ
候
へ
し
。
此
御
心
得
を
以
て

無
御
油
断
御
出
草
可
然
候
。
御
地
之

社
中
に
て
一
千
の
句
御
出
草
有
之
候
ハ
ヽ
、

其
余
は
何
句
に
て
も
無
料
に
て
加
入
可

申
候
間
、
御
近
隣
広
く
御
す
ゝ
め
可
被
下
候
。

右
は
愚
老
よ
り
御
頼
申
入
候
。

　

菊
の
庵
な
ゝ
つ
過
ね
は
日
も
さ
ゝ
す

　

長
月
を
あ
て
に
夜
鳥
は
来
た
り
け
り

　

鳴
鹿
の
声
か
る
ゝ
時
降
小
雨

　

名
月
の
夜
を
し
ら
露
の
盛
か
な

　

い
さ
よ
ひ
や
夕
く
れ
初
る
暮
の
山

　

芒
迄
来
れ
は
灯
火
隠
れ
け
り

　

八
朔
や
鳴
子
も
鳴
ら
ぬ
朝
ほ
ら
け

　

朝
か
ほ
の
八
重
に
さ
か
ぬ
と
秋
の
草

　
　
　

題
中
元

　

長
閑
さ
や
元
日
と
い
ふ
秋
の
空

　

ち
る
一
葉
桐
は
持
へ
き
物
て
な
し

な
と
あ
ら
ま
し
か
ゐ
附
申
候
。
十
万
句

用
、
甚
多
事
、
早
々
申
止
候
。
不
尽
。

　
　

九
月
十
一
日　
　

升
六

　
　
　

吐
洲
様

尚
々
、
嗅
英
子
愚
書
晋
上
申
度

候
へ
と
も
、
前
文
之
多
事
故
略
。
宜
し
く

御
致
声
頼
入
候
。

【
８
】「
当
庵
十
万
句
大
は
づ
ミ
に
て
」（
七
月
二
十
二
日
付
、
正
風
道
場
→
吐
洲
）

貴
簡
今
日
花
屋
庵
よ
り
相
達
候
。

去
冬
已
来
、
御
役
用
に
て
御
紛
雑
、

御
好
の
俳
諧
さ
へ
御
出
来
不
被
成

よ
し
、
痛
心
之
至
ニ
候
。
一
日
俳
諧
を

せ
さ
れ
は
、
三
日
の
流
行
に
お
く
る
ゝ
と

申
候
。
暫
く
も
御
休
俳
は
風
雅
の
為

に
は
甚
毒
也
。
し
か
れ
と
も
、
御
公
務

に
は
是
非
も
無
之
候
御
事
、
御
中
よ
り

よ
く
〳
〵
御
心
頭
ニ
か
ゝ
れ
は
こ
そ
、

遠
遼
の
処
、
塩
海
雲
一
桶
御
贈

恵
御
懇
志
之
程
、
厚
致
拝
収
候
。

是
よ
り
も
な
ん
そ
晋
上
申
度
候
へ
共
、

草
庵
の
秋
摺
い
ま
た
出
来
不
申
、

何
も
無
之
候
。
十
万
集
十
座
摺

抜
三
葉
、
京
よ
り
到
来
の
す
り
物

晋
上
申
候
。
当
庵
十
万
句
大
は
づ
ミ

に
て
当
節
七
万
目
清
書
最
中
、

過
年
出
来
如
斯
駿
足
よ
り
も
速

く
調
巻
之
事
ニ
候
へ
は
、
多
分
当
九
月

に
は
十
万
満
尾
た
る
へ
く
候
。

御
随
喜
可
被
下
候
。
凡
俳
諧
は
し
ま
り

て
よ
り
今
日
迄
、
更
に
聞
も
不
及
事
、

前
代
未
聞
と
可
申
候
。
夫
故
庵
中
之

多
事
、
徒
に
過
た
り
。
御
憐
察
可
被
下
候
。

　
　
　

秋
た
つ
日
に
よ
め
る

　

あ
け
ほ
の
や
秋
の
初
日
の
松
の
影

　

曇
る
上
て
世
話
し
た
か
る
そ
天
の
川

　

花
木
槿
来
ぬ
人
か
来
て
去
た
か
る

　

小
家
か
ら
聞
初
に
け
り
盆
の
鐘

　

女
郎
花
は
か
り
か
き
よ
ん
と
暮
残
る
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草
原
や
雨
に
も
消
す
秋
の
露

　

ふ
る
き
戸
や
玉
棚
に
さ
す
松
の
月

　

藪
入
の
し
ん
て
鳴
け
り
秋
の
鐘

　

秋
風
や
盆
過
て
吹
秋
の
風

　

大
雨
に
二
日
あ
ふ
た
る
芭
蕉
哉

か
う
や
う
な
お
か
し
か
ら
ぬ
句
澤
に

可
為
附
候
は
皆
貴
主
人
を
策
励

の
老
婆
心
な
り
け
り
。
早
々
可
祝
。

　

七
月
二
十
二
日　
　

正
風
道
場

　
　
　

吐
洲
様

【
９
】「
是
浪
花
俳
林
之
根
本
也
」（
十
一
月
十
五
日
付
、
升
六
→
吐
洲
）

貴
簡
花
屋
庵
よ
り
相
達
候
。
愈

御
清
安
之
旨
、
欣
然
之
至
ニ
候
。
当
庵

無
別
条
候
。
御
安
意
可
被
成
候
。
十
万
句
は

御
察
し
の
通
に
て
、
九
万
目
当
霜
月
十
一
日
開
巻

相
済
、
十
万
目
此
節
清
書
最
中
也
。

は
や
め
て
た
く
十
万
満
尾
之
事
ニ
候
。

此
節
正
風
道
場
作
事
最
中
、
大
か
た

出
来
あ
か
り
候
へ
は
、
極
月
十
日
迄
に
は
新

道
場
へ
引
移
申
候
。
是
浪
花
俳
林
之
根

本
也
。
御
随
喜
可
被
下
候
。
扨
御
産
物
之
梅
干

一
壺
、
朝
夕
粥
之
菜
に
相
用
ひ
、
大
ニ

相
楽
し
ミ
、
何
よ
り
も
致
調
宝
候
。
不
相
替

御
心
切
之
程
、
過
分
至
極
辱
存
候
。

御
役
用
之
手
透
云
云
、
御
高
案
之
御
作

及
愚
評
候
。
御
一
覧
可
成
候
。
寒
み
に

う
つ
る
尾
花
第
一
ニ
候
。
草
庵
明
年

月
並
は
趣
向
立
替
、
四
季
混
雑
に
て

毎
年
四
季
類
題
の
句
集
出
板
、
一
ヶ
年

無
懈
怠
出
草
の
か
た
へ
晋
上
之
事
ニ
候
。
此

月
並
は
京
阪
無
類
ニ
候
。
ち
ら
し
晋
上

申
候
。
御
世
話
頼
入
候
。

　
　
　

秋
も
二
日
と
は
な
き
日

　
　
　

大
和
路
に
杖
を
曳
て

　

山
尾
花
横
日
に
見
れ
は
折
て
あ
る

　

秋
篠
を
左
に
見
た
り
九
月
尽

　
　
　

旅
泊

　

も
の
ゝ
音
落
葉
は

　
　
　
　

な
に
を
夜
の
更
る

　

埋
火
の
あ
か
り
も

　
　
　
　

あ
ま
る
旅
寝
哉

　
　
　

帰
庵
後

　

冬
こ
も
り
明
れ
は

　
　
　
　

あ
け
て
旭
哉

　

ち
る
段
に
な
り
て

　
　
　
　

烈
し
き
紅
葉
哉

　

庵
の
夜
は
炭

　
　
　
　

あ
り
切
の
海
の
音

　
　
　

翁
堂
に
赤
松
を
植
て

　

庵
の
松
冬
至
の

　
　
　
　

影
か
さ
し
初
る

　

霜
月
や
二
日

　
　
　
　

隺
見
る
浦
の
畑

　

横
に
お
く
行
灯

　
　
　
　

寒
し
松
の
音

　

大
雪
の
ふ
り

　
　
　
　

盛
る
時
暮
の
鐘

　
　
　

雑
一
句

　

旅
鳥
は
夜
さ
へ

　
　
　
　

寝
ぬ
也
雨
の
音

な
と
あ
ら
ま
し
入
貴
覧
候
。
十
万
句
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十
座
抜
麁
摺
晋
上
申
候
。
可
祝
。

　
　

霜
月
十
五
日　
　

升
六

　
　
　

吐
洲
様

【
10
】「
此
句
い
さ
ゝ
か
も
達
磨
忌
く
さ
く
な
く
」（
日
付
ナ
シ
、
升
六
？
→
吐
洲
？
）

　

達
磨
忌
や
冬
の
天
気
も

　

菊
の
花

愚
撰
之
事
、
此
句
に
て
も
御
考
勘
可
被
成
候
。

此
菊
は
秋
の
菊
に
は
あ
ら
す
。
所
謂

寒
菊
也
。
此
句
い
さ
ゝ
か
も
達
磨
忌
く
さ
く

な
く
し
て
、
し
か
も
禅
気
を
含
た
り
。

菊
は
秋
に
限
れ
り
と
い
へ
と
も
、
冬
も
又

寒
菊
と
い
ふ
冬
の
菊
あ
り
。
悉
有
仏
性
、

い
つ
れ
か
仏
種
の
あ
ら
さ
ら
む
と
禅
録
を

よ
く
こ
な
し
て
、
柳
は
ミ
と
り
、
花
紅
な
る

へ
し
と
な
り
。
達
磨
忌
は
尋
常
い
ひ
も
て

来
た
る
こ
と
を
せ
す
、
千
鳥
ハ
海
の
沙
汰
を

云
は
す
、
小
春
に
春
の
事
を
せ
さ
る
や
う
に

な
す
時
は
、
お
の
つ
か
ら
古
ミ
は
抜
侍
る

へ
し
。
穴
か
し
こ
。

【
11
】「
諸
州
一
統
無
用
之
文
通
断
申
候
」（
四
月
九
日
付
、
升
六
→
吐
洲
）

九
国
子
便
之
貴
書
相
達
候
。
愈

御
多
福
奉
寿
候
。
御
国
少
し
百
姓

騒
動
有
之
由
、
御
心
配
察
入
候
。
当
庵

十
万
句
、
意
の
如
く
当
三
月
十
一
日
、

速
ニ
開
巻
、
則
九
国
子
一
心
開
巻
之

砌
出
席
ニ
候
。
則
十
座
摺
物
ニ
出
申
候
。

二
会
目
二
万
は
明
後
十
一
日
開
巻

か
く
て
月
々
一
巻
宛
開
巻
申
候
。
当
時

五
万
は
既
ニ
相
集
り
有
と
。
雲
州

何
某
一
人
に
て
三
万
出
草
有
之
、

前
代
未
聞
之
珍
事
也
と
人
々
申
あ
へ
り
。

御
随
喜
可
被
下
候
。
若
御
出
草
な
ら
は

年
お
く
れ
に
な
ら
さ
る
様
、
御
出
句
可
然
候
。

十
万
句
中
、
草
庵
の
多
事
、
日
頃
ニ

百
倍
也
。
依
之
諸
州
一
統
無
用
之

文
通
断
申
候
。
○
百
家
句
集
、
段
々

延
引
、
漸
出
板
一
部
晋
上
申
候
。

　

四
月
も
庵
の
四
月
は

　
　
　
　
　
　
　

夏
て
な
し

　

皆
か
ミ
な
こ
ろ
も

　
　
　
　

着
更
て
ほ
と
ゝ
き
す

　

水
鶏
来
て
と
も
し
灯

　
　
　
　

寒
う
成
に
け
り

　

眼
前
の
さ
さ
波
か
ゝ
る

　
　
　
　
　
　
　

若
葉
哉

な
と
早
々
麁
答
。

　
　

四
月
九
日　
　
　
　

升
六

　
　
　
　

吐
洲
様

【
参
考
書
簡
１
】（
寛
政
九
年
、
半
時
庵
→
兎
六
）

ラ
ベ
ル
「
Ｂ
２
―
４
５
―
右
裏
３
」
一
六
．
二
×
一
五
八
．
五
糎

（
前
欠
）
ハ
決
而

□
よ
ら
す
頻
に

得
御
意
度
候
。
何
分

蹇
劣
、
朝
夕
す
□
ど

児
ら
に
引
す
ら
れ
候
。

御
存
之
次
第
と
て
も

繁
昌
に
て
候
中
、

舎
桲
者
閏
七
月
八
日

よ
り
行
却
ニ
出
申
候
。
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追
々
書
状
昨
日
も
従

備
前
委
書
上
申
候
。

大
あ
た
り
富
十
郎

顔
ミ
せ
と
て
も
、
か
く
ハ

有
ま
し
な
と
、
備
前

備
中
よ
り
申
越
候
。

承
候
。
雀
躍
不
浅
候
。

　
　

稲
妻

い
な
つ
ま
に

子
を
お
も
ふ
鵰
の

羽
音
哉

上
見
す
に
気
遣
ふ

慈
愛
と
申
詠
候
。

　
　

紅
葉

槌
と
帋

　
　

も
た
せ
て

　

谷
の
紅
葉
か
な

槌
の
字
、
自
佗
稍
申
候
。

例
年
京
よ
り
高
雄

奉
書
ニ
打
差
下
シ
候
へ
と
も

日
数
か
た
〳
〵
有
せ
ぬ

申
候
。
近
日
上
京
ニ
ハ

直
ニ
高
尾
之
谷
ニ
て

ミ
つ
か
ら
抱
連
て
奉
自
書
、

即
打
参
申
候
。
心
待
に
て

い
か
に
も
年
々
自
侘

紅
葉
の
句
皆
同
し
事

に
て
御
聞
可
被
下
候
。

　
　
　
　
　

先
申
止
候
。

　
　
　
　
　
　
　

不
再

　
　
　
　
　
　

半
時
庵

九
月
二
十
八
日　
（
花
押
）

　

兎
六
第
主
人

※
「
閏
七
月
」
―
寛
政
九
年
で
あ
る
。

【
参
考
書
簡
２
】（
年
次
不
明
、
半
時
庵
→
兎
六
）

昨
日
送
両
度
ニ
五
百
句

御
屋
敷
よ
り
先
達
而
二
百
句

御
届
申
候
。
千
句
ニ
御
催
し
と

も
存
候
。
且
耄
懐

忘
却
被
成
候
而
前
後
当
年
中

考
候
而
、
正
月
よ
り
決
而

巻
〳
〵
候
へ
請
取
、
退
隠

門
弟
衆
へ
も
申
添
候
。
跡

三
百
句
年
内
ニ
当
着
致
候
ハ
ヽ
、

考
進
し
可
申
候
。
御
連
社
中
へ

御
申
伝
可
被
下
候
。
草
庵
者
、
前
之
通

江
戸
堀
ニ
住
居
致
而

年
々
之
非
学
相
補
申
候
。

弥
四
郎
殿
又
者
巴
雲
丈
へ
も

便
ニ
右
御
申
伝
候
可
被
下
候
。
近
来

不
平
匆
々
申
承
候
。
不
再

　
　
　
　
　
　
　

半
時
庵

十
一
月
四
日　

灯
下
認
（
花
押
）

　

兎
六

　
　
　

第
主
人
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ちらしの実例 1

ちらしの実例 2

〔1〕末尾 〔1〕冒頭

－60－


